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以下の二つの翻訳は，科研費に基づく研究活動として 2018 年 3 月 29 日・30 日
に南山大学で開催した，イギリスにおける司法権力と行政的正義（Judicial Power 
and Administrative Justice）に関するセミナーでの四つの報告の内の二つの報告の翻
訳である。イギリスの司法にかかわって，シェフィールド大学（University of Shef-
field） のグレアム・ジ （ーGraham Gee）教授に 「連合王国における司法の独立性と司法
のアカウンタビリティ」（“Judicial Independence and Judicial Accountability in the UK”） 
と 「連合王国における裁判官任命過程の考察」 （“Reflections on Judicial Appointments 
Processes in the UK”）の報告を依頼した（グレアム・ジーという氏名の表記は，本人に
確認したものであり，以前には論文などで異なる表記をしたことがあるが，今後は，この
表記に統一する）。その報告の内，後者の報告を本誌に榊原が翻訳することにした。
また，行政的正義にかかわって，マンチェスター大学（University of Manchester）
のロバート・トーマス （Robert Thomas） 教授に 「イギリスにおける行政的正義の諸問
題」 （“The Problems of Administrative Justice in Britain”） と 「イギリスにおける審判所
と移民に係る司法審査」 （“Tribunals and Immigration Judicial Reviews in Britain”） の
報告を依頼した。その報告の内，後者の報告を本誌に洞澤が翻訳することにした。
翻訳においては，読者の便宜のために，訳者注として若干の補足を行うととも
に，訳者の責任において，「一」や「1」のように一定のまとまりごとに分類を記
し，その目次も示すことにした。
以下，参考のために，今回の報告に関連した，ジー教授とトーマス教授各々の主
な関連業績を紹介しておく。まず，ジー教授の主な関連業績として，以下のものが
ある。
G. Gee and E. Rackley （eds）, Debating Judicial Appointment in an Age of Diver-
sity （Routledge, 2017）
G. Gee, “Judicial Policy in England and Wales: A New Regulatory Space” in R.
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Devlin and A. Dodek （eds）, Regulating Judges: Beyond Independence and Ac-
countability （Elgar, 2016）
G. Gee, R. Hazell, K. Malleson and P. O’Brien, The Politics of Judicial Independ-
ence in the UK’s Changing Constitution （Cambridge University Press, 2015） 
また，トーマス教授の主な関連業績として，以下のものがある。
M. Elliott and R. Thomas, Public Law 3rd edn （Oxford University Press, 2017）
R. Thomas and J. Tomlinson, “Mapping Current Issues in Administrative Jus-
tice: Austerity and the ‘More Bureaucratic Rationality’ Approach” （2017） 39
（3）Journal of Social Welfare and Family Law 380
R. Thomas, Administrative Justice and Asylum Appeals: A Study of Tribunal Ad-
judication （Hart, 2011）
なお，ジー教授とトーマス教授の残りの報告については，科研の他の研究分担者
が翻訳し，別途公表する予定である。
（文責：榊原秀訓）　
